
  

  

 

 

 

年 2 月 3
  

韓国より犠牲者遺族参加予定！遺骨発掘・返還を実現しよう！ 

第一部 11:00～12:00 追悼式 会場 長生炭鉱追悼ひろば 

オンラインでも視聴できます  
https://youtube.com/live/XcpUz8Kv-c0?feature=share 

 

 

 

 

 

 

第二部 14:00～16:30 安田浩一さん講演会 

歴史否定の波に抗う━━差別と偏見の現場を取材して 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会場 宇部市総合福祉会館 (宇部市琴芝町 2丁目 4-20)  

2F ボランティア交流ホール（大） 

オンラインでも視聴できます https://youtube.com/live/ab_KvWH02Kk?feature=share 

  

参加費無料 (カンパをお願いします) 

【主催】長生炭鉱の水非常を歴史に刻む会(共同代表 井上洋子 佐々木明美) 
  https://www.chouseitankou.com/ 

事務局 755-0031 宇部市常盤町 1-1-9 宇部緑橋教会内  
[Tel＆Fax］ 0836-21-8003  [Mail]  chouseitankou@gmail.com 

 

安田 浩一（ノンフィクションライター）1964年生まれ。 
 
『週刊宝石』（光文社）、『サンデー毎日』（毎日新聞出版）など週刊誌記者を経て
フリーランスに。現在は主にヘイトスピーチ、外国人労働者、歴史修正問題など
に関しての取材をしている。 
 
2012年『ネットと愛国』（講談社）で講談社ノンフィクション賞、日本ジャーナリスト会議賞受賞。 
 
2015年『ルポ外国人「隷属」労働者』（『G2vol.17』）で大宅ノンフィクション賞を受賞。 
 
『ルポ差別と貧困の外国人労働者』（光文社新書）、『ヘイトスピーチ』（文春新書）、『沖縄の新聞は本当に「偏向」
しているのか』（朝日新聞出版）、『なぜ市民は"座り込むのか』（朝日新聞出版）、『「右翼」の戦後史』（講談社現代
新書）、『団地と移民』（角川新書）など著書多数。 

https://youtube.com/live/XcpUz8Kv-c0?feature=share
https://youtube.com/live/ab_KvWH02Kk?feature=share


 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長 生
ちょうせい

炭鉱
たんこう

水没事故 

 床波海岸の海から突き出ている二本のピーヤ（排気・排水筒）は、かつて、この地に長生

炭鉱という海底炭鉱があった名残です。 

 1942 年 2 月 3 日朝、坑口からおよそ 1 ㎞付近の坑道の天盤崩壊で海水が浸入し、坑内労

働者 183 人が犠牲になりました。そのうち 136 人は日本が植民地支配した朝鮮半島から強

制連行された、あるいは生活苦から渡日を余儀なくされた朝鮮人でした。 

 この事故は戦争遂行のために安全を度外視して石炭を掘り続け、「尊い命」が犠牲となっ

た人災であると言わざるを得ません。今なお、183 人の犠牲者の遺体は冷たい海の底に眠っ

たままです。 

 当時、事故の詳細は市民には知らされず、長い間、この事実は闇に葬られていましたが、

市民の手で史実が明らかになり、1992 年より事故の日に合わせて韓国から犠牲者遺族を招

いて追悼集会(追悼式)を開催するようになりました。そして、2013 年には念願の追悼碑を

建立し、「長生炭鉱追悼ひろば」と名付けました。現在は、追悼式をこの追悼ひろばで行っ

ています。 

 追悼ひろばにはピーヤ(排気口)を模した朝鮮人犠牲者追悼碑と日本人犠牲者追悼碑の二

つの追悼碑があります。二つの追悼碑は二つで一つの追悼碑です。朝鮮人・日本人 183 人の

犠牲者の名前が刻まれています。過去の歴史を反省し、乗り越えて日韓・日朝が仲良くなれ

るようにとの願いが込められています。 

第一部 長生炭鉱追悼ひろば 第二部 宇部市総合福祉会館 

宇部市床波 1 丁目 3271 番 
※床波漁協前 

宇部市琴芝町 2 丁目 4-20
☎0836-33-3156 

11:00～12:00 14:00～16:30 

会場はココ 

会場はココ 

ピーヤ 


